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「吉松邸ひなまつり」で春を満喫！

国指定重要文化財の旧吉松家住宅では３月２１日まで「吉松邸ひなまつり」を開催しています。邸内には、ひな壇やさげもん飾りなどが
にぎやかに飾り付けられています。皆さんも、風情ある旧吉松家住宅で、華やかなひなまつりを楽しんでみてはいかがでしょうか。

THE SLOW FOOD／むかご	 	 THE SLOW LIFE ／ 鬼塚修二さん・たみ子さんご夫妻
くしまをあそぼう／たこ揚げに挑戦	 なるほど！医療講座／嘔吐、下痢の季節になりました
学校へ行こう／都井中学校	 	 交流員レポート／ブランド一家、集合！

地デジの準備はお済みですか？
◎Ｐ４−５　2011年７月24日、アナログ放送終了まであとわずか!!第２特集

ふるさとにいつまでも美しい川を
◎Ｐ２−３　美しい川を守るためにわたしたちにできること。第１特集



❶ 善田川合流点

❷ 本城川城泉坊

❸ 下弓田海域

❹ 蔵元橋

❺ 屋治橋

❻ 徳間橋

❼ 一氏橋

❽ 石木田橋

10馬場橋

❼一氏橋

❽石木田橋

❾ 揚原橋

11宮ノ前橋

12宮ノ浦橋

13市木川

14天神川

15西方橋
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ま
た
は
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
接

続
に
よ
っ
て
排
水
の
汚
れ
を
８
割
以
上
カ
ッ
ト

で
き
ま
す
。
汲
み
取
り
や
単
独
処
理
浄
化
槽
で

処
理
し
て
い
る
方
も
、
皿
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油

は
ふ
き
と
っ
て
そ
の
ま
ま
流
さ
な
い
、
米
の
と

ぎ
汁
を
庭
の
花
に
か
け
る
と
い
っ
た
工
夫
を
す

る
こ
と
が
河
川
の
浄
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

単
独
処
理
浄
化
槽
と

合
併
処
理
浄
化
槽
の
違
い

　

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
の
み
の
汚
水

を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
、
昭
和
44

年
ご
ろ
か
ら
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
合
併
処

理
浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
に
加
え
、
台
所
、
洗
濯
、

ふ
ろ
な
ど
す
べ
て
の
雑
排
水
を
浄
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
平
成
13
年
ご
ろ
か
ら
、
合
併
処

理
浄
化
槽
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
単
独
処
理

浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
な
い
生
活
雑
排
水
は
、
生

活
排
水
全
体
の
有
機
汚
濁
（
水
を
汚
濁
さ
せ
る

汚
れ
分
＝
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
う
ち
７
割
以
上
を
占
め

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
串
間
市
で
は
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
す
る
た
め
に
、
単

独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

り
替
え
補
助
金
制
度
を
平
成
22
年
度
に
設
け
ま

し
た
。
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
加
え
、

10
万
円
の
上
乗
せ
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、

23
年
度
も
継
続
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談

は
市
民
生
活
課
（
内
線
２
５
４
）
ま
で
。
こ
の

機
会
に
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※�

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
＝
水

の
汚
濁
指
標
。
微
生
物
が
水
中
の
有
機
物
を

分
解
す
る
と
き
に
消
費
す
る
酸
素
量
。
こ
の

値
が
大
き
い
ほ
ど
、
水
が
汚
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

※�

Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
＝
水
中
の

有
機
物
を
微
生
物
の
代
わ
り
に
化
学
物
質
で

あ
る
酸
化
剤
で
分
解
す
る
と
き
に
消
費
さ
れ

る
酸
化
剤
の
量
を
酸
素
量
に
換
算
し
た
も
の
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
同
じ
く
こ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、

水
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

河
川
に
は
、
治
水
や
利
水
な
ど
の
役
割
の
ほ

か
に
、
水
辺
に
住
む
動
植
物
を
育は

ぐ
く
む
と
い
う
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
美
し
い
水
資

源
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

串
間
の
河
川
の
水
質
変
化

　

串
間
市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河
川
の
水
質

を
測
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
ま
で
の
※

Ｂ
Ｏ
Ｄ
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
数
値
で
天
神
川
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ

２
・
３
㎎
／
ℓ
と
、
環
境
基
準
値
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２

㎎
／
ℓ
）
を
若
干
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ほ
か
の
す
べ
て
の
観
測
地
で
は
下
回
り
、
近
年
、

水
質
は
改
善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
の
変
化
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
平
成
21
年
度
末
現
在
の
串
間
市
の
生
活

排
水
処
理
率
は
35
％
と
低
く
、
生
活
排
水
が
十

分
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

河
川
が
汚
れ
る
主
な
原
因

　

か
つ
て
、
河
川
汚
濁
の
原
因
は
工
場
の
排
水

な
ど
で
し
た
が
、
現
在
で
は
生
活
排
水
に
よ
る

汚
染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
質

汚
濁
の
進
行
は
、
わ
た
し
た
ち
の
健
康
や
河
川

周
辺
に
生
き
る
動
植
物
た
ち
に
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
み
な
が
ら

自
然
環
境
を
学
習
す
る
場
の
一
つ
が
消
失
し
て

し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
河
川
を
守
る
た
め
に
わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
汚
れ
た
生
活
排
水
を
河
川
に
流

さ
な
い
こ
と
。
汲
み
取
り
処
理
や
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
、

ふだんの暮らしの中での環境への配慮が、美しい川を守ることにつながります。

※（環境基準値）県が目標と定める水質基準と水域。
○福島川上流（AA 類型）—赤池滝より上流。BOD1㎎ /ℓ以下。
○�福島川下流（A類型） —赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川、西方川をふくむ。BOD2㎎ /ℓ以下。
○大平川上流（AA 類型）—末広橋より上流。BOD1㎎ /ℓ以下。
○�大平川下流（A類型） —末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川、秋山川ふくむ。BOD2㎎ /ℓ以下。
○�串間地先海域（海域 A）—下弓田海域付近。COD2㎎ /ℓ以下。
　�（A 類型）に1,4,5,6,7,8,9,10,14,15が該当。（海域 Aに3が該当）2,11,12,13については、目安として（A類型）の数値を表示。
※❸下弓田海域のみＣＯＤ（化学的酸素要求量）で表示。
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ま
ず
は
地
デ
ジ
対
応
に
つ
い
て
施

設
組
合
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

以
上
の
確
認
が
終
わ
り
、
受
信
環

境
が
整
っ
た
ら
「
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

に
買
い
替
え
る
」「
使
用
し
て
い
る

テ
レ
ビ
に
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
す
（
画
質
は
現
状
の
ま
ま
で

す
）」
な
ど
す
る
こ
と
で
地
デ
ジ
を

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の

た
め
の
支
援
の
ご
案
内

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
受
信

で
き
な
い
方
に
対
し
て
、
簡
易
な

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
１
台
）
の
無
償
給
付

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申

込
期
限
は
７
月
24
日
ま
で
（
消
印
有

効
）。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※�

４
月
１
日
以
降
の
支
援
に
つ
い
て

は
平
成
23
年
度
予
算
成
立
が
前
提

で
す
。

　

支
援
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

【
次
の
①
②
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
】

①�

生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
世
帯

②�

障
害
者
が
い
る
世
帯
で
か
つ
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の
措

置
を
受
け
て
い
る
世
帯

③�

社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
て
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん

で
い
る
世
帯

◎�

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無
償

で
給
付
し
ま
す
＝
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
利
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
（
１
台
）
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
で
き
ま
す
。
チ
ュ
ー

ナ
ー
は
基
本
的
に
お
住
ま
い
ま
で

訪
問
し
て
設
置
し
、
操
作
説
明
を

行
い
ま
す
（
テ
レ
ビ
は
給
付
し
ま

せ
ん
）。

◎�

ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場

合
は
そ
の
支
援
を
行
い
ま
す
＝

チ
ュ
ー
ナ
ー
設
置
の
み
で
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
な
い
場

合
は
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
無

償
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
共
同

受
信
施
設
な
ど
で
視
聴
し
て
い
る

場
合
の
改
修
経
費
な
ど
も
負
担
し

ま
す
。

※�

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
身
で

購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ

ナ
な
ど
の
清
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
た
め
に
共
同
受
信
施
設
の
改
修

経
費
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合
は
、

そ
の
必
要
最
低
限
の
初
期
費
用
を

負
担
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
場
合
、

領
収
書
ま
た
は
請
求
書
（
原
本
）

や
見
積
書
な
ど
の
工
事
関
係
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎�

支
援
の
条
件
＝
支
援
を
受
け
る
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送
受
信
契
約
を

結
び
、
放
送
受
信
料
が
全
額
免
除

と
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
受
信
料
が
全
額
免
除
に
な
っ

て
い
な
い
世
帯
は
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

支
援
申
込
な
ど
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

・�

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
＝
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
３
３
８
４
０
、

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い

場
合
☎
０
４
４
︱
９
６
９
︱
５
４

２
５

・�

受
付
時
間
＝
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

◎�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
免
除

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

＝
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︱

０
０
０
５
８
８
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

が
利
用
で
き
な
い
場
合
☎
０
４
４

︱
８
７
１
︱
８
４
４
１

・�

受
付
時
間
＝
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

【
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税

の
措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯
】

◎�

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無
償

で
給
付
し
ま
す
＝
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
１
台
を
お
住
ま
い
へ
配
送
し

ま
す
（
テ
レ
ビ
は
給
付
し
ま
せ

ん
）。
チ
ュ
ー
ナ
ー
設
置
は
自
身

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ア

ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合

で
あ
っ
て
も
、
本
支
援
の
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
支
援
は

現
物
給
付
で
す
。
自
身
で
購
入
し

た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
清
算
は
で

き
ま
せ
ん
。

◎�

支
援
の
条
件
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送
受

信
契
約
を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

契
約
を
結
ん
で
い
な
い
場
合
は
、

支
援
申
込
後
、
速
や
か
に
契
約
を

結
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎�

支
援
申
込
な
ど
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

・�

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー
＝
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︱
０
２
３
７
２
４
、

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な
い

場
合
☎
０
４
３
︱
３
３
２
︱
２
５

２
５

・�

受
付
時
間
＝
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

◎�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契
約
や
免
除

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＝
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︱
０
７

７
０
７
７
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利

用
で
き
な
い
場
合
☎
０
５
０
︱
３

７
８
６
︱
５
０
０
３

・�

受
付
時
間
＝
平
日
は
午
前
９
時
〜

午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化
に
便
乗
し

た
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
身
に

覚
え
の
な
い
工
事
や
代
金
請
求
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
請

求
を
受
け
た
と
き
に
は
す
ぐ
に
は
支

払
わ
ず
、
総
合
通
信
局
、
お
近
く
の

警
察
署
、
ま
た
は
消
費
者
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

地
デ
ジ
詐
欺
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
＝
総
務
省
九
州
総
合
通
信
局

放
送
課
☎
０
９
６
︱
３
２
６
︱
７

８
８
２
（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜

午
後
５
時
15
分
）

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と
わ

ず
か
で
す
。
早
め
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

●�

地
デ
ジ
全
般
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
先

・�

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︱
07

︱
０
１
０
１
（
受
付
時
間
＝
平
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・

日
・
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
）
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で

き
な
い
場
合
は
☎
03
︱
４
３
３
４

︱
１
１
１
１

・�

串
間
市
総
合
政
策
課
情
報
政
策
係

☎
内
線
３
３
７

地デジの準備は
お済みですか？

2011 年７月 24 日にアナログ放送は終了
します。アナログテレビのままでは「地上
デジタル放送」を見ることができません。
地デジの準備はお済みでしょうか。

2011.7
地デジ化

完了地デジの準備、
お早めにお願いします。

２
０
１
１
年
７
月
24
日

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
ま
す

　

２
０
１
１
年
７
月
24
日
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
終
了
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
し
ま
す
。　

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
方
式
と
比
べ
、
次
の
よ
う
な

違
い
が
あ
り
ま
す
。

◎�

美
し
さ
＝
横
長
の
ワ
イ
ド
画
面
、

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
。
ゴ
ー

ス
ト
も
な
く
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放

送
よ
り
も
美
し
い
映
像
が
楽
し
め

ま
す
。

◎�

便
利
さ
＝
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を

使
っ
て
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
、
交
通

情
報
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
を
い
つ
で
も
呼
び
出
せ
ま
す
。

◎�

や
さ
し
さ
＝
字
幕
放
送
や
音
声
に

よ
る
解
説
放
送
な
ど
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス

が
充
実
し
ま
す
。

◎�

簡
単
さ
＝
番
組
表
を
テ
レ
ビ
画
面

に
呼
び
出
し
て
、
見
た
い
番
組
を

探
し
出
し
た
り
、
番
組
を
予
約
し

た
り
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
の
ま
ま
で
は
視
聴
で
き
ず
、

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
か
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
な
ど
の
準

備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

地
デ
ジ
の
準
備

ま
ず
は
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
「
す
で
に
地
デ
ジ
を
視
聴
し
て
い

る
」
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、「
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
（
テ
レ

ビ
画
面
の
右
上
に
「
ア
ナ
ロ
グ
」
と

表
示
さ
れ
て
い
る
）」
と
い
う
方
は
、

次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

一
戸
建
て
住
宅
の
方
＝
ご
家
庭
に

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
付
い
て
い
る

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
使
用
し
て
い

る
場
合
で
も
、
調
整
や
交
換
、
追

加
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

お
近
く
の
電
器
店
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎�

集
合
住
宅
の
方
＝
地
デ
ジ
化
改
修

工
事
完
了
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
地
デ

ジ
対
応
に
つ
い
て
管
理
会
社
や
管

理
組
合
、
大
家
さ
ん
な
ど
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

ビ
ル
陰
な
ど
の
受
信
障
害
地
域
の

方
＝
地
デ
ジ
化
改
修
工
事
完
了
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
地
デ
ジ
対
応
に
つ

い
て
ビ
ル
主
や
施
設
管
理
者
な
ど

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
地
デ
ジ
は
電
波
障
害
に
強
く

個
別
の
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
お
近
く
の
電
器
店

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

山
間
部
な
ど
で
共
同
ア
ン
テ
ナ

（
共
聴
施
設
）
を
ご
利
用
の
方
＝

地
デ
ジ
化
改
修
工
事
完
了
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地デジの準備
お早めに！！
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THE SLOW LIFE

生活
の名人

THE SLOW FOOD

Miniature Pig

半
自
給
自
足
を
夢
見
て
、
鬼
塚
修
二
さ
ん

（
62
歳
）、た
み
子
さ
ん（
61
歳
）ご
夫
妻（
本

城
地
区
・
上
千
野
）
が
、
愛
知
県
か
ら
ふ
る
さ
と

串
間
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
の
は
１
年
半
前
。

　

昨
年
２
月
、
修
二
さ
ん
は
雑
草
を
食
べ
さ
せ
る

た
め
に
ヤ
ギ
や
馬
を
飼
い
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
ミ
ニ
動
物
園
「
串
間
ゆ
め
牧
場
」
を
開
設
。

そ
の
後
動
物
た
ち
は
次
々
に
増
え
、
ミ
ニ
ブ
タ
、

ニ
ワ
ト
リ
、
ウ
サ
ギ
、
カ
メ
と
大
所
帯
の
牧
場
と

な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
の
世
話
は

大
変
な
も
の
。
し
か
し
、
修
二
さ
ん
は
「
動
物
好

き
だ
か
ら
全
然
苦
に
な
ら
な
い
」
と
笑
い
ま
す
。

　

一
方
の
た
み
子
さ
ん
は
、
ゆ
め
牧
場
の
花
壇
の

手
入
れ
を
し
た
り
、
お
姉
さ
ん
宅
の
イ
チ
ゴ
園
や

キ
ン
カ
ン
栽
培
の
手
伝
い
を
し
た
り
と
い
う
毎

日
。「
仕
事
が
終
わ
っ
て
、
温
泉
に
行
く
の
が
楽

し
み
」
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
修
二
さ
ん
が
畑
で
作
る
野
菜
は
、
食

べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
収
穫
が
あ
り
「
愛
知
に
い
る

子
ど
も
た
ち
に
送
る
と
喜
ん
で
く
れ
る
」
と
、
２

人
と
も
う
れ
し
そ
う
。

　
「
友
だ
ち
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
串
間
で
の
生

活
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
楽
し
い
。
半
自
給
自
足

の
生
活
も
で
き
つ
つ
あ
る
し
、
次
か
ら
次
に
や
り

た
い
こ
と
も
出
て
く
る
ん
で
す
」
と
話
す
２
人
の

笑
顔
は
、
充
実
感
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

半自給自足を夢見て帰郷
串間での生活は
思っていた以上に楽しい。

修二さんの気配を感じて集まってくる、ゆめ牧場の動物たち。修二さんは現在、牧場を広げる作業に取り組んでいる。

【
む
か
ご
】　

「
昔
は
山
で
む
か
ご
を
取
っ
て
い
た
け
ど
、
今
で

は
見
つ
け
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。
や
ま
い
も
栽

培
を
し
て
い
る
と
む
か
ご
も
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
少
し
で
も
味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い
う

思
い
か
ら
収
穫
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
川
畑
さ
ん
。

　

む
か
ご
の
収
穫
で
大
事
な
こ
と
は
根
気
強
さ
。

つ
る
が
枯
れ
て
地
面
に
落
ち
て
し
ま
う
前
に
、
１

個
ず
つ
手
作
業
で
む
か
ご
を
集
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
む
か
ご
は
温
度
の
変
化
や
湿
気
に
弱
く
、

傷
み
や
す
い
食
べ
物
で
あ
る
た
め
、
出
荷
す
る
む

か
ご
は
川
畑
さ
ん
が
一
つ
ひ
と
つ
目
で
見
て
傷
み

が
な
い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

川
畑
さ
ん
は
「
出
荷
す
る
に
は
手
間
ひ
ま
が
か

か
り
大
変
で
す
。
や
っ
ぱ
り
好
き
で
な
い
と
で
き

な
い
仕
事
で
す
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

洋ひ
ろ

紀き

さ
ん

こ
だ
わ
り
の

コ
ロ
コ
ロ
し
た
見
た
目
が
小
さ
な
い
も
を
連

想
さ
せ
る
む
か
ご
。
福
島
地
区
・
東
町
に

お
住
い
の
川
畑
洋
紀
さ
ん
（
70
歳
）
は
、
や
ま
い

も
栽
培
の
副
産
物
む
か
ご
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。

　

む
か
ご
は
や
ま
い
も
が
繁
殖
す
る
た
め
に
作
る

球
根
の
一
種
。
小
さ
な
粒
の
一
つ
ひ
と
つ
に
や
ま
い

も
の
香
り
と
コ
ク
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
な
る
と
葉
の
付
け
根
に
５
㎜
ほ
ど
の
大

き
さ
の
む
か
ご
が
で
き
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
や

ま
い
も
の
収
穫
が
始
ま
る
11
月
こ
ろ
に
は
つ
る
は

枯
れ
て
し
ま
い
地
面
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
そ
の

中
で
無
事
越
冬
し
、
春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
が
や
ま
い
も
と
な
る
の
で
す
。
し
か
し
、
落

ち
た
む
か
ご
は
腐
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
動
物
に
食

べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
や
ま

い
も
に
育
つ
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。

◎材料
-----------------------------------------------
・むかご……………… カップ１杯
・米…………………………… ２合
・塩…………………… 小さじ１杯
・酒…………………… 大さじ１杯
・水…………………… カップ２杯

◎作り方
-----------------------------------------------
① �米をとぎ、カップ２杯の水に30
分ほどつけておきます。

② �むかごの表面をよく洗います。
③ �水に浸しておいた米にむかごと
塩、酒を加え、炊きます。

むかごご飯
むかごの風味を楽しむため、薄味
にした炊き込みご飯でいただきま
す。

地
産

地
消

名称／ヤマノイモ
ヤマノイモ科ヤマノイモ属のつる性多年草。または、
この植物の芋として発達した担根体のこと。ヤマイ
モ（山芋）、ジネンジョ（自然生、自然薯）とも呼
ぶ。むかごは茎が肥大化して形成された肉芽である。

[ Dioscorea japonica ]

鬼塚 修
し ゅ う

二
じ

・たみ子さんご夫妻
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春
を
呼
ぶ
風
物
詩

都
井
岬
で
恒
例
の
野
焼
き

　

２
月
３
日
、国
指
定
の
天
然
記
念
物「
御

崎
馬
」
が
生
息
す
る
都
井
岬
で
毎
年
恒
例

の
野
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
焼
き
は
、
御
崎
馬
の
食
料
と
な

る
芝
の
新
芽
の
発
芽
を
促
し
、
馬
に
つ
く

ダ
ニ
を
駆
除
す
る
た
め
、
岬
を
管
理
す
る

都
井
御
崎
牧
組
合（
迫
田
幸
四
郎
組
合
長
）

が
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
た
ち
が

重
油
を
ひ
た
し
た
布
を
つ
め
た
竹
の
棒
で

丘
陵
に
火
を
つ
け
る
と
、
火
は
少
し
ず
つ

燃
え
広
が
り
、
の
ん
び
り
と
芝
を
食
ん
で

い
た
御
崎
馬
た
ち
は
、
煙
か
ら
逃
げ
る
よ

う
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
初
め
に
は
新
芽
が
芽
吹
き
、
岬
に

本
格
的
な
春
が
訪
れ
ま
す
。

まちの話題

The topic of the town

第
五
次
串
間
市
長
期

総
合
計
画
に
つ
い
て
答
申

　

２
月
７
日
、
第
五
次
串
間
市
長
期
総
合

計
画
の
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
に
つ

い
て
串
間
市
総
合
計
画
審
議
会
（
末
海
重

俊
会
長
・
25
人
）
が
串
間
市
へ
答
申
。
末

海
会
長
が
「
審
議
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、

提
言
な
ど
を
基
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
実
現
に
む
け
て
最
大
限
の
努
力
を
希
望

し
ま
す
」
と
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
は
、

昨
年
12
月
、
原
案
を
串
間
市
が
串
間
市
総

合
計
画
審
議
会
に
諮
問
。
審
議
会
で
は
３

つ
の
委
員
会
に
分
か
れ
４
〜
５
回
の
議
論

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
答
申

に
沿
っ
て
計
画
を
修
正
し
、
３
月
の
定
例

市
議
会
に
基
本
構
想
を
提
案
し
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
に
備
え

災
害
時
図
上
訓
練
を
実
施

　

２
月
14
日
、
串
間
市
役
所
で
災
害
時
図

上
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

大
規
模
水
害
を
想
定
し
災
害
対
策
本
部
員

が
と
る
べ
き
行
動
の
確
認
と
課
題
を
把
握

し
、
串
間
市
の
防
災
体
制
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

台
風
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
た
め
災
害
対

策
本
部
設
置
、
時
間
雨
量
１
０
０
㎜
を
記

録
し
各
地
で
災
害
が
発
生
す
る
、
と
い
う

想
定
で
訓
練
を
実
施
。
次
々
と
発
生
す
る

被
害
状
況
の
把
握
と
そ
の
対
応
、
対
策
本

部
、
各
対
策
部
、
現
地
対
策
本
部
間
の
連

携
な
ど
を
演
習
し
、
確
認
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
の
時
に
備
え
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
十
分
な
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
コ
ラ
ボ
し
よ
！
パ
ー
ト
２
」

協
働
商
談
会
を
開
催

　

商
談
会
方
式
で
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

企
業
な
ど
が
協
働
相
手
を
探
す
協
働
商
談

会
「
コ
ラ
ボ
し
よ
！
パ
ー
ト
２
」
が
２
月

15
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
宮
崎
県
生
活
・
協
働
・

男
女
参
画
課
か
ら
市
内
の
若
手
商
工
業
者

で
つ
く
る
「
く
し
ま
商
道
芸
人
（
喜
多
祥

一
代
表
）」
が
県
西
・
県
南
地
区
代
表
と

し
て
受
託
し
、
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

商
談
会
で
は
参
加
し
た
約
30
団
体
が

ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
な
ど

を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
合
い
、
協
働
の
可
能

性
を
探
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

こ
の
会
で
商
談
が
成
立
し
協
働
し
た
団
体

の
事
業
報
告
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

共
に
学
び
合
い
喜
び
合
う

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り

　

２
月
20
日
、
串
間
市
文
化
会
館
で
第
18

回
串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
共
に
学
び
合
い
、
喜
び
あ
う

生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
さ

わ
や
か
学
級
に
よ
る
合
唱
や
、
こ
と
ぶ
き

学
園
に
よ
る
踊
り
な
ど
、
日
ご
ろ
生
涯
学

習
活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
成
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
動
物
も
の
ま
ね
な
ど
で
知

ら
れ
る
江
戸
家
猫
八
さ
ん
の
講
演
も
あ
り
、

も
の
ま
ね
を
織
り
交
ぜ
た
軽
妙
な
話
に
、

多
く
の
市
民
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
ホ
ー
ル
で
は
19
日
か
ら
成
果
作

品
展
も
開
催
さ
れ
、
水
彩
画
や
切
り
絵
な

ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
硬
式
野
球
部
が

串
間
に
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

　
Ｊ
Ｒ
東
海
硬
式
野
球
部
が
２
月
６
日
か

ら
18
日
ま
で
串
間
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、

７
日
に
は
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
式
で
は
野
辺

市
長
が
「
十
分
に
調
整
し
て
全
国
制
覇
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
。
串
間
特
産
の
甘
し
ょ
や
焼
酎
な
ど
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
同
野
球
部
の
小
栗
洋
一

郎
監
督
が
「
昨
年
の
大
会
は
残
念
な
結
果

で
し
た
。
昨
年
の
反
省
を
生
か
し
串
間
で

鍛
え
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

串
間
で
は
３
月
ま
で
に
、
多
く
の
大
学

野
球
部
や
陸
上
部
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
選
手
た
ち
へ
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
の
な
る
木
を
植
え
て

環
境
に
つ
い
て
学
習

　

２
月
14
日
、
串
間
市
の
環
境
教
育
指
定

校
に
な
っ
て
い
る
本
城
中
学
校
（
吉
野
信

校
長
・
48
人
）
の
全
校
生
徒
が
、
国
道
４
４

８
号
都
井
ト
ン
ネ
ル
の
本
城
側
入
り
口
横

の
緑
地
帯
で
植
樹
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
し
た
の
は
ヤ
マ
モ
モ
、
山
柿
、

ク
チ
ナ
シ
の
、
い
ず
れ
も
実
の
な
る
木
の

苗
木
50
本
。
生
徒
た
ち
は
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
環
の
会
（
河
野
幸
子
代

表
）
メ
ン
バ
ー
３
人
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
１
本
ず
つ
て
い
ね
い
に
植
え
ま
し
た
。

　

実
の
な
る
木
を
植
え
る
こ
と
で
、
人
間

と
動
物
の
共
存
が
図
れ
る
こ
と
な
ど
を
学

び
、
生
徒
た
ち
は
環
境
に
対
す
る
意
識
を

さ
ら
に
高
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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◎たこ揚げに挑戦

あ
そ
ぼ
う
。

　

　
　
　
　

�

くしまを
市 政 ニ ュ ー ス

　

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所

設
置
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
の
市

民
投
票
を
４
月
10
日
（
日
）
に
実
施

し
ま
す
。

　

市
民
投
票
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
、
串
間
市
の
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
自
ら

の
考
え
を
直
接
表
明
す
る
重
要
な
投

票
で
す
。
串
間
市
の
将
来
に
つ
い
て

十
分
議
論
し
た
上
で
、
自
ら
の
考
え

に
基
づ
き
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
資
格
者

　

年
齢
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を

有
す
る
者
で
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

串
間
市
に
住
所
を
有
す
る
方
が
投
票

で
き
ま
す
。

告
示
日

　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

投
票
日

　

平
成
23
年
４
月
10
日
（
日
）、
午

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
（
一
部

の
投
票
区
は
午
後
４
時
ま
で
）

投
票
所

　

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
と
同
じ
投

票
所
で
投
票
で
き
ま
す
（
市
内
33
投

票
所
）。

投
票
の
方
法

　

投
票
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た「
賛
成
」

「
反
対
」
の
い
ず
れ
か
の
欄
に
○
を

記
載
し
て
投
票
を
行
い
ま
す
。
体
の

不
自
由
な
方
な
ど
は
点
字
投
票
や
代

理
投
票
の
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

投
票
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な

串
間
市
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
設
置

に
つ
い
て
の
市
民
投
票
を
実
施
し
ま
す

い
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

・�

日
程
＝
４
月
２
日
（
土
）
か
ら
４

月
９
日
（
土
）
ま
で

・�

時
間
＝
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８

時
ま
で

・
場
所
＝
市
役
所
１
階
Ａ
会
議
室

不
在
者
投
票

　

市
民
投
票
は
選
挙
と
異
な
り
市
が

独
自
で
行
う
投
票
で
す
。
他
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

（
船
員
を
含
む
）
を
行
う
場
合
、
投

票
用
紙
を
他
市
町
村
へ
郵
送
す
る
時

間
を
要
す
る
た
め
、
事
前
に
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
が
必
要

で
す
。

投
票
結
果
の
取
り
扱
い

　

市
民
投
票
条
例
で
は
「
市
長
は
、

市
民
投
票
の
結
果
、
過
半
数
の
意
思

を
尊
重
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
（
具
体
的
に
は
、
有
効
投
票
数
の

過
半
数
を
尊
重
し
ま
す
）。

住
民
投
票
運
動

　

住
民
投
票
運
動
は
お
お
む
ね
自
由

で
す
が
、
次
に
掲
げ
る
行
為
は
禁
止

さ
れ
ま
す
。

・�

買
収
、
供
応
、
脅
迫
な
ど
の
不
正

な
手
段
に
よ
り
、
市
民
の
自
由
な

意
思
を
拘
束
、
ま
た
は
干
渉
す
る

行
為

・�

市
民
の
平
穏
な
生
活
環
境
を
侵
害

す
る
行
為

【
注
意
】

　

宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
の
告
示
日

か
ら
投
票
日
ま
で
の
間
は
、
原
子
力

発
電
所
の
設
置
の
賛
否
に
関
す
る
市

民
投
票
運
動
で
あ
っ
て
も
、
団
体
が

行
う
演
説
会
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ビ

ラ
の
配
布
、
宣
伝
告
知
の
た
め
の
自

動
車
・
拡
声
器
の
使
用
な
ど
は
、
公

職
選
挙
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、

個
人
で
の
市
民
運
動
は
こ
れ
に
該
当

し
ま
せ
ん
）。

　

公
職
選
挙
法
に
関
し
て
ご
不
明
な

点
は
串
間
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

72
︱
１
１
１
１
内
線
２
７
１
・
２
７

２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

市
民
投
票
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

先
＝
総
合
政
策
課
市
民
投
票
準
備

係
☎
内
線
３
６
６
・
３
６
７

①　②

③　④ ⑷�

⑵
で
目
印
を
つ
け
た
と
こ
ろ
に
横

骨
を
張
り
ま
す
。
こ
の
と
き
縦
骨

と
直
角
に
な
る
よ
う
に
貼
り
ま
す
。

⑸�

裏
面
に
な
な
め
骨
を
貼
り
付
け
ま

す
。
な
な
め
骨
は
左
右
か
ら
は
み

出
さ
な
い
よ
う
に
は
り
つ
け
ま
す
。

⑹�

頭
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
骨
を
た

こ
糸
で
縛
り
ま
す
。

⑺�

た
こ
糸
を
50
㎝
ほ
ど
切
り
、
糸
の

端
を
裏
面
側
の
横
骨
と
な
な
め
骨

⑶�

縦
骨
に
の
り
を
塗
り
、
た
こ
の
裏

側
の
中
央
に
張
り
付
け
ま
す
。
こ

の
と
き
少
し
頭
か
ら
は
み
出
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

日
本
の
伝
統
の
遊
び
の
一
つ
で
あ

る
た
こ
揚
げ
。
皆
さ
ん
も
お
正
月
に

遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
１
月
30
日
、
都

井
岬
で
行
わ
れ
た
た
こ
揚
げ
大
会

（
都
井
岬
振
興
会
主
催
）
で
、
自
作

の
た
こ
揚
げ
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
日
南
市
に
お
住
い
の
「
日

本
凧
の
会
」
会
員
の
御み

た
ら
い
ま
ど
か

手
洗
円
さ
ん

の
指
導
の
下
、
参
加
者
と
一
緒
に
た

こ
作
り
で
す
。

●
材
料

・�

縦
42
・
５
㎝
、
横
46
・
５
㎝
の
和
紙

１
枚

・�

長
さ
64
・
５
㎝
の
竹
ひ
ご
１
本
（
縦

骨
に
な
り
ま
す
）

・�

長
さ
43
・
５
㎝
の
竹
ひ
ご
３
本
（
横

骨
と
な
な
め
骨
に
な
り
ま
す
）

・
た
こ
糸

●
作
成
手
順

⑴�

和
紙
の
し
わ
を
伸
ば
し
ま
す
。
こ

の
と
き
軽
く
ア
イ
ロ
ン
を
当
て
る

と
余
計
な
水
分
が
な
く
な
り
、
き

れ
い
に
し
わ
が
と
れ
ま
す
（
絵
は

し
わ
を
と
る
前
に
か
い
て
お
き
ま

す
）。

⑵�

た
こ
の
頭
と
な
る
角
を
決
め
、
そ

こ
か
ら
対
角
線
上
16
・
３
㎝
下
の

裏
面
に
目
印
を
つ
け
ま
す
。

が
交
わ
る
部
分
に
結
び
ま
す
。
こ

の
と
き
、
少
し
ゆ
る
み
が
で
る
よ

う
糸
を
結
び
ま
す
（
こ
の
糸
は
横

骨
に
か
け
て
、
た
こ
を
反
ら
せ
る

た
め
の
も
の
で
す
）。

⑻�

縦
骨
と
横
骨
の
交
わ
る
所
と
下
か

ら
15
㎝
の
所
の
縦
骨
の
左
右
に
つ

ま
よ
う
じ
で
穴
を
開
け
ま
す
。

⑼�

１
５
０
㎝
ほ
ど
た
こ
糸
を
切
り
取

り
、
⑻
で
開
け
た
穴
に
表
側
に
糸

が
く
る
よ
う
に
糸
の
端
を
通
し
、

そ
れ
ぞ
れ
骨
に
結
び
つ
け
ま
す
。

⑽�

縦
骨
と
横
骨
の
交
わ
る
位
置
か
ら

９
㎝
下
に
目
印
を
つ
け
、
⑼
で
つ

け
た
た
こ
糸
を
ひ
っ
ぱ
り
な
が
ら
、

糸
を
つ
ま
ん
だ
と
こ
ろ
が
、
目
印

の
位
置
に
く
る
よ
う
調
整
し
、
小

さ
な
輪
を
作
り
ま
す
。

⑾�

た
こ
に
骨
が
張
り
つ
く
よ
う
、
１

辺
４
㎝
ほ
ど
の
和
紙
を
用
意
し
、

た
こ
の
頭
以
外
の
３
カ
所
の
角
に

沿
う
よ
う
張
り
つ
け
ま
す
。

⑿�

幅
４
㎝
、
長
さ
２
ｍ
ほ
ど
の
し
っ

ぽ
を
和
紙
で
作
り
、
た
こ
の
下
の

角
に
張
り
ま
す
。

こ
れ
で
た
こ
は
完
成
で
す
。

　

た
こ
は
風
さ
え
あ
れ
ば
自
然
に
揚

が
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
、
走

ら
ず
に
挑
戦
。
始
め
は
な
か
な
か
揚

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
い
風
が

吹
き
始
め
る
と
、
う
ま
く
風
に
乗
り
、

ど
ん
ど
ん
上
昇
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
お
正
月
は
、
み
な
さ
ん
も

た
こ
作
り
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
楽
し
い
で
す
よ
。

自作のたこを飛ばしてみよう

①＝⑶の縦骨をつけた状態です。　　②＝⑷〜⑹までが終わった状態です。
③＝⑺の横糸をつけたところです。　④＝⑽のたこ糸で輪を作る位置を決めたところです。

■�

串
間
市
の
将
来
に
つ
い
て
、
自
ら
の
考
え
に
基
づ
き
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

自作のたこです。

投票の方法
賛成・反対のどちらかに○を
記載して、投票箱に入れる。

投
票
箱
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　information

みなさんの納税が
社会をささえています。

平成22年分の確定申告が始まっています。
早めの申告と納税をお願いします

確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

　

確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
期
間
は
、
平
成
23
年
３
月
15
日

（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得

金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納

税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
っ
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告

書
の
提
出
は
、
郵
送
な
ど
で
も
で
き

ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

申
告
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
長

時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
で

は
、
画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
確
定
申

告
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
に
出
向

か
な
く
て
も
、
作
成
し
た
確
定
申
告

書
な
ど
は
、
印
刷
し
て
税
務
署
へ
郵

送
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を
作

成
す
れ
ば
、
電
子
申
告
（
ｅ
︱
Ｔ
ａ

ｘ
）
に
よ
り
申
告
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
（
贈
与
税
を
除
く
）。

　

な
お
、
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
と
、

①�

本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子
証

明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
ま
で
に

申
告
さ
れ
た
方
は
、
所
得
税
の
額

か
ら
５
千
円
（
そ
の
年
分
の
所
得

税
を
限
度
と
し
ま
す
）
を
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
こ
の
控
除

の
適
用
は
、
平
成
19
年
分
か
ら
平

成
22
年
分
の
間
で
い
ず
れ
か
１
回

で
す
）。

②�

医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
提
出
ま
た
は
提
示
に
代
え

て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し
て

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
申

告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
税
務
署

長
の
要
求
に
対
し
提
出
ま
た
は
提

示
義
務
が
あ
り
ま
す
）。

③�

電
子
申
告
を
利
用
し
て
申
告
さ
れ

た
還
付
申
告
は
早
期
処
理
し
て
い

ま
す
（
お
お
む
ね
３
週
間
程
度
）。

④�

ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
で
納
税
証
明
書
の
交

付
請
求
を
行
う
と
手
数
料
が
安
価

で
す
（
証
明
書
は
電
子
フ
ァ
イ
ル

の
発
行
の
ほ
か
、
書
面
で
の
発
行

も
請
求
で
き
ま
す
）。

　

詳
細
は
ｅ
︱
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

「
０
」
番
へ
！

　

熊
本
国
税
局
で
は
３
月
15
日（
火
）

ま
で
の
期
間
、「
確
定
申
告
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
贈
与
税
の
確
定
申
告

に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
に
電
話
で
お

答
え
し
て
い
ま
す
。

　

最
寄
り
の
税
務
署
の
代
表
電
話
に

お
か
け
い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案

内
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、「
０

番
」
を
選
択
し
、
用
件
を
お
話
く
だ

さ
い
。
申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
、
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
に
は
、
電
話
を
転
送
さ
れ

た
職
員
な
ど
が
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
電

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
る
「
振

替
納
税
」
が
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●�

申
告
所
得
税
の
振
替
日
＝
平
成
23

年
４
月
22
日
（
金
）

●�

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
振
替
日
＝
平
成
23

年
４
月
27
日
（
水
）

　

な
お
、
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合

ま
た
は
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
も

期
限
内
に
納
税
を
！

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

で
す
。
特
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
り

金
的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
で
す

か
ら
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
納
税
資
金
の
準
備
に

当
た
っ
て
は
、
毎
日
ま
た
は
毎
月
の

売
上
げ
の
中
か
ら
、
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
分
を
積
み

立
て
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
納
税
資

金
の
準
備
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
に
は
、

本
税
の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま
で
の
延

滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
せ
先
＝
日
南
税
務
署
☎
22

︱
３
６
７
１
（
自
動
音
声
案
内
）

＊短歌、俳句の投稿は
■短歌  坂本不二子さん（☎72-4602）
■俳句  本田　幾男さん（☎72-5280）

うたごよみ

都　

井
：
松　

野　

修　

子

上
小
路
：
吉　

開　

美　

穂

霧　

島
：
清　

水　

し
づ
子

北　

方
：
野　

辺　

俊　

子

西
小
路
二
区
：
坂　

本　

不
二
子

み
佛
の
遠
眼
差
し
に
春
の
雲

若
駒
の
透
る
嘶
き
都
井
岬

春
光
の
木
漏
日
あ
ま
た
わ
が
小さ

庭に
わ

癖
書
き
の
梵
字
見
て
を
り
春
の
雨

や
か
ま
し
の
母
の
寝
息
や
菜
種
梅
雨

寺　

里
：
谷　

口　

秀　

子

上
町
一
区
：
神　

戸　

和　

子

上
町
三
区
：
川　

崎　

忠　

康

八
ケ
谷
：
川　

崎　

永　

伯

串　

間
：
島　

田　

ミ
ネ
子

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

七
十
年
生
き
て
始
め
て
打
つ
お
そ
ば
手
ほ
ど
き
作
る
そ
ば
の
美
味
し
さ

幸し
あ

福わ
せ

は
こ
わ
れ
や
す
き
に
手
の
ひ
ら
で
包
む
が
に
し
て
初
日
を
拝
む

外
は
雪
腕
ま
く
り
し
て
わ
が
家
の
男
ら
三み

人た
り

暮
れ
の
蕎
麦
打
つ

枝
に
さ
し
し
み
か
ん
つ
ひ
ば
む
目
白
二
羽
ぢ
い
ぢ
ば
あ
ば
の
穏
し
き
春
日

ま
た
ひ
と
つ
八
十
路
に
近
づ
く
誕
生
日
ワ
イ
ン
の
ロ
ゼ
が
グ
ラ
ス
に
揺
ら
ぐ

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
や
少
々

お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
22
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付

期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●�

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限
＝
平
成

23
年
３
月
15
日
（
火
）

●�

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
付
期
限
＝
平
成

23
年
３
月
31
日
（
木
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本

銀
行
歳
入
代
理
店
）
な
ど
の
金
融
機

関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）、
税

務
署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
と
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

一
般
投
稿
句

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
く
し
ま
２
月
１
日
号
17
ペ
ー
ジ
「
う
た
ご
よ
み
」
山
崎
松
子
さ
ん
の
短
歌
中
、「
終
演
舞
台
」
は
「
秋
演
舞
台
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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嘔
お う

吐
と

、下痢の季節になりました

なるほど!医療講座
著：串間市民病院 内科医師

相良  誠二

物
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
水
分
は
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
や
薬
局
に
売
っ
て
い
る
飲
む

点
滴
な
ど
が
い
い
で
す
。
食
べ
物
は
薄
い

味
噌
汁
、
軟
ら
か
い
う
ど
ん
、
お
粥
な
ど

消
化
の
よ
い
も
の
を
。
逆
に
、
肉
や
乳
製

品
な
ど
脂
肪
分
の
多
い
食
物
、
ケ
ー
キ
、

プ
リ
ン
な
ど
糖
分
の
多
い
食
物
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
清
涼
飲
料
水
な
ど
の
冷
た
い

も
の
は
下
痢
症
状
が
激
し
く
な
る
の
で
控

え
て
く
だ
さ
い
。
た
か
が
嘔
吐
・
下
痢
で

大
げ
さ
な
…
、
自
然
に
治
る
ん
で
し
ょ
？

と
考
え
て
い
た
ら
大
間
違
い
。
全
国
に

は
こ
の
症
状
で
亡
く
な
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
！　

大
抵
は
高
齢
者
で
す

が
、
嘔
吐
下
痢
症
に
よ
る
高
度
の
脱
水
症

や
、
嘔
吐
物
で
窒
息
す
る
、
嘔
吐
物
を
誤ご

嚥え
ん

す
る
（
肺
に
ひ
っ
か
け
る
）
こ
と
で
起

き
る
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
が
原
因
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
場
合
は
怪
し

い
と
思
っ
た
時
は
す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
や
は
り
一
番
の
治
療
は
予
防

で
す
。
一
番
特
徴
的
な
感
染
ル
ー
ト
は
二

枚
貝
。
二
枚
貝
の
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
集

ま
っ
て
い
て
、
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し
て

い
る
方
が
生
で
貝
を
食
べ
て
し
ま
う
と
ウ

イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
に
な
る
、
と
い
う
報
告

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
十
分
に
火

を
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ウ
イ
ル

ス
が
死
滅
し
て
し
ま
う
の
で
安
全
で
す
。

　

人
か
ら
人
へ
感
染
し
て
い
く
こ
と
も
多

い
で
す
。
こ
の
時
期
の
ウ
イ
ル
ス
は
非
常

に
感
染
力
が
強
く
、
嘔
吐
下
痢
の
症
状
が

あ
る
方
が
使
用
し
た
も
の
を
共
有
で
使
っ

た
場
合
は
、
か
な
り
高
い
確
率
で
感
染
し

ま
す
。
ま
た
他
人
が
嘔
吐
し
た
と
こ
ろ
を

素
手
で
掃
除
し
て
そ
の
ま
ま
食
事
し
た
、

な
ど
の
場
合
も
感
染
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
が
使
っ
た
食

器
、
タ
オ
ル
な
ど
は
熱
湯
に
１
分
間
ほ
ど

漬
け
て
お
い
て
か
ら
洗
う
、
掃
除
す
る
場

合
は
ゴ
ム
手
袋
を
つ
け
て
掃
除
す
る
、
な

ど
細
か
な
感
染
予
防
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ド
ア
ノ
ブ
、
ト
イ
レ
な
ど
ど
う
し
て
も
共

有
で
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
次
亜
塩

素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
い
う
塩
素
系
の
漂
白

剤
で
掃
除
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

（
こ
れ
ら
の
漂
白
剤
の
使
用
に
も
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
）。

　

こ
れ
を
読
ん
で
い
る
方
の
中
に
は
食
品

を
取
り
扱
う
仕
事
に
就
い
て
い
る
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
は
下
痢
な
ど

の
症
状
が
な
く
な
っ
て
も
、
通
常
で
は
１

週
間
程
度
、
長
い
と
き
に
は
１
カ
月
程
度
、

ウ
イ
ル
ス
の
排
泄
が
続
く
こ
と
が
あ
る
の

で
、
症
状
が
改
善
し
た
後
も
し
ば
ら
く
の

間
は
直
接
食
品
を
取
り
扱
う
作
業
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
べ
き
、
と
い
う
規
則
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
間
仕
事
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
感
染

予
防
に
励
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
嘔
吐
下
痢

症
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
当
然
そ
れ

以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
原
因
に
よ
る
嘔

吐
・
下
痢
症
が
存
在
し
ま
す
。
お
か
し
い

と
思
っ
た
時
は
ま
ず
受
診
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

きらりと輝け　都井中生徒

　２月９日、都井中学校では立志
式を開催。立志式とは 14歳を迎
えたことを祝う行事。今年度は塩
屋太志くんと高橋凌雅くんの２年
生２人が、立志式を迎えました。
式では２人が「自分や家族や社会
を大切にします」と誓いを述べた
後、塩屋くんは「公務員になりた
い」、高橋くんは「農業経営がし
たい」とそれぞれの夢を発表しま
した。
　また、ＭＲＴラジオのパーソナ
リティー春口佳枝さんが「具体的
な夢をもつ、チャレンジをする…」
など、夢をかなえる５つの方策に
ついて講演。生徒たちは夢を持つ
ことの大切さなどを学びました。

困難に立ち向かう強い心と体作りを目指しています。

将来の夢を発表

第16回立志式

学校へ行こう
■ 都井中学校

　

都
井
中
学
校
（
笹
本
勝
弘
校
長
・

全
校
生
徒
17
人
、
職
員
11
人
）
で
は

「
た
く
ま
し
い
生
徒
・
心
豊
か
な
生

徒
・
努
力
す
る
生
徒
」
を
生
徒
像
に

掲
げ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
３

つ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
部
活
動
で
の
心
身
の
鍛

練
。
都
井
中
で
は
全
校
生
徒
17
人
全

員
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
所
属
。
ほ
と

ん
ど
が
未
経
験
者
で
す
が
、
熱
心
な

練
習
で
メ
キ
メ
キ
と
上
達
。
昨
年
度

の
県
中
学
校
秋
季
大
会
男
子
団
体
戦

準
優
勝
、
昨
年
の
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
男
子
団
体
戦
３
位
な
ど
、
大

活
躍
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
毎
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
。
生
徒
た
ち
は
朝
７
時
35
分
に

登
校
。
二
手
に
分
か
れ
校
門
前
で
の

あ
い
さ
つ
活
動
と
花
の
栽
培
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
大
き
な
声
で
の
あ

い
さ
つ
は
校
門
前
を
通
勤
す
る
市
民

の
方
か
ら
も
好
評
。
本
誌
11
月
号
に

も
「
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
を
あ
り
が

と
う
！
」
と
投
稿
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
生
徒
た
ち
が
育
て
た
花
は
学
校

を
彩
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
公
共

施
設
な
ど
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
住
民

の
方
々
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
伝
統
文
化
の
継
承
。
文
化

財
愛
護
少
年
少
女
団
を
結
成
し
「
臼

太
鼓
踊
り
」
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

生
徒
数
が
減
少
し
た
現
在
は
都
井
小

学
校
５
・
６
年
生
、
高
校
生
、
地
域

の
方
も
加
わ
り
、
都
井
岬
火
ま
つ
り

で
踊
り
を
披
露
。
地
域
一
体
で
伝
統

文
化
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
生
徒

た
ち
は
困
難
に
立
ち
向
か
う
強
い
心

と
体
を
つ
く
り
、
自
信
を
深
め
、
目

指
す
生
徒
像
へ
と
近
づ
く
の
で
す
。

笹
本
校
長
は
「
み
ん
な
本
当
に
素
直
。

そ
れ
は
人
と
し
て
伸
び
る
た
め
の
条

件
。
生
徒
た
ち
は
ま
だ
ま
だ
伸
び
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
、
そ
の
成
長

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

自分たちで育てた花と一緒に撮影。

最
近
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？　

こ
の
時
期
は
何
か
と
体
調
を
崩

し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
わ
た

し
た
ち
が
日
常
診
療
で
よ
く
見
る
症
状
が
、

発
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
す
ぐ
に
思
い
つ
く
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
れ
以

外
に
よ
く
見
ら
れ
る
嘔
吐
下
痢
症
に
関
し

て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

冬
場
（
11
月
〜
３
月
こ
ろ
）
に
嘔
吐
・

下
痢
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
も
の
で

一
番
多
い
も
の
が
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸
炎
で
す
。
こ
れ
は
感
染

し
て
か
ら
24
〜
48
時
間
後
に
嘔
吐
・
下
痢

が
始
ま
り
ま
す
。
時
に
は
38
度
程
度
の
発

熱
や
腹
痛
も
み
ら
れ
、
食
欲
が
な
く
ぐ
っ

た
り
し
て
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
症

状
は
２
〜
５
日
で
取
れ
て
き
ま
す
。

　

治
療
法
で
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の

を
や
っ
つ
け
る
薬
は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
口
か
ら
少
し
で
も

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

少
量
頻
回
に
摂
取
し
、
嘔
吐
・
下
痢
の
症

状
が
な
く
な
る
の
を
待
ち
ま
す
。
嘔
吐
・

下
痢
と
い
う
症
状
は
、
体
内
に
い
る
ウ
イ

ル
ス
を
排
出
し
よ
う
と
い
う
働
き
な
の
で
、

本
来
は
こ
の
症
状
を
止
め
な
い
ほ
う
が
い

い
の
で
す
が
、
吐
き
気
が
あ
ま
り
に
強
く

て
と
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
状
態

の
と
き
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
点
滴
で

制
吐
剤
（
吐
き
気
止
め
）
を
使
用
し
て
吐

き
気
を
軽
減
し
、
そ
の
間
に
水
分
や
食
べ

1415	| Kushima City Public Relations, 2011.3, Japan



図書館に行こう
[

今
月
の
新
刊]

来
福
の
家
（
温
又
柔
）
吉
原
十

二
月
（
松
井
今
朝
子
）
ピ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
（
小
路
幸
也
）
秘
剣
水

車
（
鳥
羽
亮
）
メ
ロ
デ
ィ
・
フ
ェ
ア

（
宮
下
奈
都
）
東
京
影
同
心
（
杉
本

章
子
）
ワ
タ
ク
シ
ハ
（
羽
田
圭
介
）
川

あ
か
り
（
葉
室
麟
）
女
子
芸
人
（
神

田
茜
）
百
万
遍
流
転
旋
転
（
花
村
万

月
）
純
平
、
考
え
直
せ
（
奥
田
英
朗
）

猫
の
一
年
（
金
井
美
恵
子
）
Ｔ
Ｙ
Ｏ

ゴ
シ
ッ
ク
（
古
川
日
出
夫
）
噛
む
犬

（
香
納
諒
一
）
風
景
（
瀬
戸
内
寂
聴
）

永
遠
（
小
手
鞠
る
い
）
カ
ル
テ
ッ
ト

３
指
揮
官
（
大
沢
有
昌
）
そ
の
人
の

思
い
出
（
吉
村
昭
）
胸
さ
わ
ぎ
の
ク

ル
ー
ズ
（
矢
口
敦
子
）
お
し
ま
い
の

デ
ー
ト
（
瀬
尾
ま
い
こ
）
妄
想
気
分

（
小
川
洋
子
）
六
月
の
輝
き
（
乾
ル

カ
）
き
こ
と
わ
（
朝
吹
真
理
子
）
苦
役

列
車
（
西
村
賢
太
）
あ
ん
で
ら
す
の

鐘
（
沢
田
ふ
じ
子
）
発
光
地
帯
（
川

上
未
映
子
）
安
土
城
の
幽
霊
（
加
藤

広
）
お
徳
用
愛
子
の
詰
め
合
わ
せ

（
佐
藤
愛
子
）
煬
帝
（
塚
本
青
史
）
ナ

マ
ズ
の
幸
運
。（
川
上
弘
美
）
告
発
の

虚
塔
（
江
上
剛
）
葦
舟
、
飛
ん
だ
（
津

島
佑
子
）
白
い
月
の
丘
で
（
浜
野
京

子
）
ラ
ス
ト
ラ
ン
（
角
野
栄
子
）
四
畳

半
王
国
見
聞
録
（
森
見
登
美
彦
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図
書�

館
☎
72
︱
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
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○○ are rare.

○○は珍しい。

Example：�Eruptions are rare.

例：�噴火は珍しい。

This month's expression   

新
燃
岳
の
噴
火
や
南
九
州
で
は

珍
し
い
寒
さ
で
大
変
な
年
始

で
し
た
が
そ
ん
な
中
、両
親
が
串
間
に

遊
び
に
来
ま
し
た
。
自
分
が
串
間
に

来
て
気
に
入
っ
た
場
所
や
飲
食
店
な

ど
に
連
れ
て
行
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

霧
島
温
泉
に
行
く
予
定
で
し
た
が
、

出
発
３
日
前
に
新
燃
岳
が
暴
れ
だ
し

ま
し
た
。
霧
島
の
人
た
ち
に
話
を
聞

き
キ
ャ
ン
セ
ル
せ
ず
に
行
く
こ
と
を

決
め
た
の
で
す
が
、
都
城
を
通
っ
て

い
る
時
に
灰
の
多
さ
を
見
て
不
安
に

な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
霧
島
に
近

づ
く
に
つ
れ
空
は
晴
れ
わ
た
り
、
灰

も
無
く
な
り
ま
し
た
。
新
燃
岳
か
ら

２
㎞
の
所
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
し
た
が
、

た
ま
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
音
が
聞
こ
え
る

だ
け
で
活
火
山
が
噴
火
し
て
い
る
と

思
え
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
雪
の
中
、

露
天
風
呂
に
入
り
、
お
い
し
い
ご
飯

を
食
べ
て
両
親
も
大
満
足
で
し
た
。

　

串
間
で
は
国
際
交
流
協
会
が
歓
迎

会
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
太
鼓
の
演

奏
や
豆
ま
き
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い

た
上
に
、
お
い
し
い
ご
飯
と
お
酒
を

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
。
た
く
さ
ん

の
方
と
お
話
が
で
き
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　

両
親
と
も
英
語
の
先
生
を
30
年
以

上
し
て
い
る
の
で
英
会
話
教
室
に
も

来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
人
数
も
多
く

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
ク
ラ
ス
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
皆

さ
ん
が
持
っ
て
き
た
食
べ
物
を
食
べ

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
話
も
で
き
た

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

串
間
に
来
て
、串
間
の
人
々
に
会
っ

て
、
串
間
の
食
べ
物
を
食
べ
て
、
す
っ

か
り
串
間
人
の
気
分
に
な
っ
て
い
た

お
母
さ
ん
は
帰
る
と
き
に
「
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
生
活
が
好
き
だ
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

よ
っ
ぽ
ど
楽
し
ん
だ
の
で
し
ょ
う
、

来
年
も
遊
び
に
来
る
と
言
い
残
し
て

飛
び
立
ち
ま
し
た
。

英会話教室のみんなと記念撮影！

め
う
し
く
ん
と
１
、２
、３

「はやく」「ゆーっくり」「おこりなが
ら」「てびょうしで」…。まめうしくん
と一緒に、いろんな表情で数をかぞえて
みましょう！　 まめうしくんの「大きな
声で」シリーズ第５弾。

あきやまただし著／ＰＨＰ研究所

ま
上
春
樹
雑
文
集

上春樹著／新潮社

エルサレム賞スピーチ「壁と卵」、海外
版への序文、音楽論、書評、人物論、結
婚式のメッセージなど、村上春樹がセレ
クトした未収録の作品、未発表の文章69
編を収録。安西水丸と和田誠の解説対談
も掲載。

村

◎
年　
金　

Pension

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
を
受
給
で

き
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
市
役
所
市
民
生

活
課
市
民
係
ま
た
は
各
支
所
へ
自
ら
届
け
出

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
方
が
20
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、「
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
」
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
年
金
事
務
所
か
ら
通
知
が

届
い
た
方
は
、
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
市
町
村
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

被
保
険
者
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
に
は

「
国
民
年
金
被
保
険
者
住
所
変
更
届
」
が
必

要
で
す
。

●
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　

被
保
険
者
の
氏
名
が
か
わ
っ
た
と
き
に
は

「
国
民
年
金
被
保
険
者
氏
名
変
更
届
」
が
必

要
で
す
。

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
に
な
る
前
に
会
社
な
ど
を
退
職
し
た

と
き
（
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被
保

険
者
で
は
な
く
な
っ
た
と
き
）
は
、「
国
民

年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
が
必
要
で
す
。

●�

収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な

っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の

被
扶
養
者
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
（
パ

ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と

き
）は
、「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」

が
必
要
で
す
。

●
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

「
国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更
届
」
が
必

要
で
す
。

※�

な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な
ど
に
勤
め

て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
と
き

は
、
そ
の
方
の
勤
務
先
へ
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
℡

内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城
年
金
事
務

所
☎
０
９
８
６
︱
23
︱
２
５
７
１
、
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
︱
05
︱
１
１

６
５

◎
健　
康　

Health
乳
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
の
ご
案
内

　

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
化
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
４
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
１

時
半

●�

場
所
＝
串
間
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
す
こ
や
か
広
場

※�

通
知
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
年
３
回
に
な
る

よ
う
に
受
け
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保
健
課
子
育
て
支

援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線
５
０
４
）

上
かん

米
め

良
ら

凛
り

乃
の

ちゃん
◎寺里

川
かわ

崎
さき

楓
ふう

葉
あ

ちゃん
◎中本西方

谷
たに

口
ぐち

聖
せい

良
ら

ちゃん
◎泉町

中
なか

嶋
しま

優
ゆ

結
い

ちゃん
◎古都

中
なか

島
しま

颯
そう

也
や

くん
◎泉町

比
ひ

嘉
が

玲
れい

奈
な

ちゃん
◎西小路２区

河
かわ

野
の

日
ひ

向
なた

ちゃん
◎鍛冶屋

福
ふく

田
だ

若
わか

菜
な

ちゃん
◎小田代

中
なか

村
むら

迅
じん

助
すけ

くん
◎前田

川
かわ

田
だ

誠
せい

之
の

介
すけ

くん
◎下池

川
かわ

田
だ

煌
こう

之
の

介
すけ

くん
◎下池

む
し
歯
０
の

お
友
だ
ち

◎�

14
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
一
家
、
集
合
！

夜のおはなし会のお知らせ
　今年も図書館で「夜のおはなし
会」を行います。
　いつもとは少し雰囲気の違った
「夜のおはなし会」に、ぜひご家
族で遊びにきてください!!
※�夜の開催ですので子どもさんは
保護者の方と一緒に来てくださ
い。

●�日時＝３月 12 日（土）、午後
６時半〜７時半ころ

●場所＝串間市立図書館２階
●�問い合わせ先＝串間市立図書�
館☎ 72 ︱１１７７

国民年金
こんな時には、
こんな手続きを

　

10
月
13
日
実
施
の
３
歳
児
健
康
診
査
で
、

む
し
歯
の
な
か
っ
た
お
友
だ
ち
で
す
。

河
かわ

野
の

太
た

一
いち

くん
◎本町２丁目

竹
たけ

下
した

公
こお

太
た

くん
◎西今町

荒
あら

山
やま

瞳
ひとみ

ちゃん
◎下平

1617	| Kushima City Public Relations, 2011.3, Japan



等と人事院が認める学校を卒業また
は卒業する見込みであり、入学する
年の４月１日現在、24歳未満で必要
な受験資格を満たしている者

※�海上保安学校学生（特別）は10月入
学生です。
　受験資格、受験手続などの詳細
は、海上保安庁ホームページ（http://
www.kaiho.mlit.go.jp/）をご覧いただ
くか、第十管区海上保安本部までお問
い合わせください。
◎�問い合わせ先＝第十管区海上保安本
部☎０９９−２５０−９８００

【国家公務員採用Ⅰ種試験】
◎受験対象者
・�昭和53年４月２日から平成２年４月
１日生まれの者
・�平成２年４月２日以降生まれで大学
を卒業した者または平成24年３月ま
でに卒業見込みの者および人事院が
同等と認める者

◎�受付期間＝４月１日（金）〜４月８日
　（金）
◎第１次試験日＝５月１日（日）
【国家公務員採用Ⅱ種試験】
◎受験資格
・�昭和57年４月２日から平成２年４月
１日生まれの者
・�平成２年４月２日以降生まれで大学、
短大、高専を卒業した者または平成
24年３月までに卒業見込みの者およ
び人事院が同等と認める者

◎�受付期間＝４月11日（月）〜４月20
日（水）

◎第１次試験日＝６月19日（日）
【国税専門官採用試験】
◎受験資格
・�昭和57年４月２日から平成２年４月
１日生まれの者
・�平成２年４月２日以降生まれで大学
を卒業した者または平成24年３月ま
でに卒業見込みの者および人事院が
同等と認める者

◎�受付期間＝４月１日（金）〜４月14日
　（木）

◎第１次試験日＝６月12日（日）
【労働基準監督官採用試験】
◎受験資格
・�昭和57年４月２日から平成２年４月
１日生まれの者
・�平成２年４月２日以降生まれで大学
を卒業した者または平成24年３月ま
でに卒業見込みの者および人事院が
同等と認める者

◎�受付期間＝４月１日（金）〜４月14日
　（木）
◎第１次試験日＝６月12日（日）
【法務教官採用試験】
◎受験資格
・�昭和57年４月２日から平成２年４月
１日生まれの者
・�平成２年４月２日以降生まれで大学、
短大、高専を卒業した者または平成
24年３月までに卒業見込みの者およ
び人事院が同等と認める者

◎�受付期間＝４月１日（金）〜４月14日
　（木）
◎第１次試験日＝６月12日（日）
◎�受付案内などの請求方法＝返信用封
筒（角形２号に１４０円分の切手を
張り、あて先、請求試験名を明記し
たもの）を同封した封筒に、請求す
る試験名を朱書きし、人事院九州事
務局第二課試験係へ送付してくださ
い。

※�国税専門官の返信用封筒については
１２０円分の切手を張ってください。
　詳細はお問い合わせください。
◎�問い合わせ先＝人事院九州事務局第
二課試験係〒８１２−００１３福岡
市博多区博多駅東２−11−１☎０９
２−４３１−７７３３

　ＮＨＫ学園では、高等学校専攻科
社会福祉コースのコミュニティボラン
ティア専攻を専攻する学生を募集しま
す。
◎�内容＝社会や人間のあり方を見つめ
る科目や「ソーシャルサポート（生活
支援）」「地域子育て支援」「防災ま
ちづくり」「ＮＰＯの実際」「認知症」
「介護」などの各分野について、多

お知らせのページに掲載を希望する
かたは、希望する発行日の20日前
までには情報政策係にお送りくださ
い。

お願い

彩な科目を１科目から学べます。また
「ボランティア学習」など、地域との
つながりの中での学習もあり、コミュ
ニティ・ボランティアとしての実践力を
養います。

◎募集締切＝３月22日（火）必着
◎募集コース
・�２年課程＝２年間で11〜12科目を学
習
・�１年課程＝１年間で６科目を学習
（２年課程に編入可能）
・�科目履修生＝１科目から４科目を自由
に選択（１、２年課程へ編入可能）
・�教養生＝１科目から４科目を自由に
選択（ほかの課程と教材は同じで、
授業出席と単位認定はありません。
通学が難しい方にお勧めです）

◎�費用＝１科目につき２０,０００円程
度（別途テキスト代２,０００〜３,０
００円程度が必要）
※�教養生については、１科目につき１
７,５００円、別途テキスト代２,００
０〜３,０００円程度および教育運営
費５,０００円が必要です

◎�受付時間＝平日の午前９時半〜午後
５時
※�資料の請求および詳細な内容につき
ましてはお問い合わせください。

◎�問い合わせ先＝ＮＨＫ学園高等学校
専攻科「社会福祉コース」〒１８６
−８００１東京都国立市富士見台２
−36−２☎０４２−５７２−３１５１

立候補予定者説明会
◎日時＝３月26日（土）午後１時半
◎場所＝串間市役所３階大会議室
予備審査
◎日時＝４月３日（日）
※�実施時間については、説明会にて立
候補予定者ごとに時間を指定します。

◎場所＝串間選挙管理委員会事務局
◎�問い合わせ先＝串間選挙管理委員会
事務局☎内線２７１

　　　　　　　　　　

お知らせの
ページ
市役所の代表電話☎0987ー72ー1111

Information

お知らせ

◎�問い合わせ先＝日南高等職業訓練校
☎22−２６３３

　内閣府では、日本と世界各国の青年
との交流を通して、相互理解と友好を
深め、広い国際的視野と国際協調の精
神を身に付けた次代を担うのにふさわ
しい青年を育成するため、青年国際交
流事業を毎年実施しています。
◎募集事業
・国際青年育成交流（９月）
・日本・中国青年親善交流（９月）
・日本・韓国青年親善交流（９月）
・�青年社会活動コアリーダー育成プロ
グラム（10月）
・世界青年の船（平成24年）
・東南アジア青年の船（10月〜12月）
◎�募集対象＝平成23年４月１日現在、
18歳以上30歳以下で日本国籍を有
する方（ただし、コアリーダー育成
プログラムは23歳以上40歳以下）
◎募集締切＝３月25日（金）必着
◎�申込書の配布＝宮崎県文化文教・国
際課または各市町村青少年担当課に
て申込書を配布しているほか、内閣
府ホームページ（http://www.cao.
go.jp/koryu/）からもダウンロード
できます。

※�詳しい内容についてはお問い合わせ
ください。

◎�申込先＝〒８８０−８５０１宮崎市
橘通東二丁目10番１号宮崎県文化文
教・国際課

◎�問い合わせ先＝内閣府子ども若者・
子育て施策総合推進室国際企画担当
☎03−３５８１−１１８１または宮
崎県文化文教・国際課☎０９８５−
26−７０２９

　海上保安庁では海上保安学校学生
（特別）を募集しています。
◎試験日時＝５月15日（日）
◎�受付期間＝４月１日（金）〜４月８日
　（金）
◎�受験資格＝高等学校またはこれと同

　宮崎県では例年１月から３月にかけ
て林野火災が多発する傾向にあります。
林野火災を起こさないために、次のよ
うな注意を心がけ、みんなで呼び掛け
合いましょう。
◎�枯れ草などのある火災が起こりやす

い場所では、たき火をしないこと。
◎�たき火の場所を離れるときは完全に

消化すること。
◎�強風時および乾燥時には、たき火、

火入れをしないこと。
◎�火入れを行う場合は許可を受けるこ

と。
◎�たばこの火は必ず消すとともに、吸

いがらを投げ捨てないこと。
◎火遊びはしないこと。
◎�問い合わせ先＝宮崎県森林環境部自
然環境課☎０９８５−26−７１５９
宮崎県南那珂農林振興局林務課☎０
９８７−23−４３１７

　平成22年の宮崎県内における林業の
労働災害による死亡者数は４人となっ
ており、既に昨年の３人を上回ってい
ます。 近年、労働災害による死亡者数
が減少傾向にある中、林業においては
減少が見られずすべての産業の中でも
最多となっています。
　また、死亡災害の発生率（平成21
年）は、全産業が0.7％であるのに対
し、林業は3.6％となっており、災害の

重篤度は他産業に比べ高い状況となっ
ています。
　林業における災害の６割以上は、伐
採の作業中に発生しており、特に、か
かり木の処理中の事故が死亡災害につ
ながっています。また、災害の発生は、
昼前と終業前の注意力が落ちる時間帯
に増加しています。加えて、被災者の
半数以上が経験20年以上のベテラン
の方となっており、一瞬の気の緩みが
災害を招いていると考えられます。
　現場では、作業の危険度は十分に認
識されているにもかかわらず、依然と
して災害が多発しています。
　林業に携わる皆さん、今一度気を引
き締め、毎日の作業の中で基本的な安
全対策を再確認してください。

◎�問い合わせ先＝宮崎県環境森林部山
村・木材振興課☎０９８５−26−７
１６６

　日南高等職業訓練校では、夜間パソ
コン科初級コースの訓練生を募集しま
す。Word、Excelの操作を基礎から勉
強できます。
　パソコン操作を基礎から学びたい方
の申し込みをお待ちしています。
◎�受講日＝４月４日（月）から７月25
日（月）までの毎週月・木曜（全30
回、祝日は除く）

◎時間＝午後７時半〜９時半
◎�受講料＝４３,０００円（教材費込）
◎定員＝20人（５人以上で開講）
◎場所＝日南高等職業訓練校
※�ＣＳ技能評価試験ワープロ部門・表
計算部門３級の資格試験が日南高等
職業訓練校で受験できます（検定受
講料は自己負担）。

冬の乾燥しやすい時期には
林野火災への注意を

林業災害を防ぎましょう

宮崎県内の労働災害者の発生件数
全産業人数（死亡数）林業人数（死亡数）

H17 1,518（14） 84（３）
H18 1,508（17） 89（３）
H19 1,516（19） 91（５）
H20 1,444（７） 106（３）
H21 1,308（９） 84（３）
H22 −（12） −（４）
（休業４日以上）
※Ｈ 22は 12月 10日現在

青年国際交流事業に
参加してみませんか

平成23年度国家公務員
採用試験のお知らせ

パソコンの勉強を始めませんか？

海上の安全を一緒に守りましょう

福祉を学ぶ通信教育

串間市議会議員立候補予定者への
説明会と予備審査を開催します
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このページは読者の皆さんからの
声にふれあう場です。

いろいろな声をお寄せください。

読者のページ
郵便くしまにあ
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◎�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、医療講座に関する質問、
串間市への思い、あなたの身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

➡点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）
おたより待ってます

よ
か
バ
ス
に
つ
い
て

思
っ
た
こ
と

●
マ
チ
子
さ
ん

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
年
早
々
、
お
忙
し
い
毎
日

を
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。
昨
年
暮
れ
に

思
っ
た
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
書
い
て
み

ま
す
。

　

い
つ
も
利
用
し
て
い
る
よ
か
バ
ス

の
こ
と
で
す
。
交
通
手
段
の
な
い
年

寄
り
に
と
っ
て
は
こ
の
バ
ス
は
暮
ら

し
の
一
番
の
頼
り
に
な
る
も
の
で
す
。

車
中
で
「
せ
っ
か
く
の
よ
か
バ
ス
が
、

よ
か
バ
ス
で
な
い
ね
」
と
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
顔
ぶ
れ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
て
、
終
点
の
病

院
ま
で
行
っ
た
り
、
帰
り
に
買
い
物

し
た
り
用
事
を
片
付
け
た
り
と
、
帰

り
の
時
間
を
気
に
し
な
が
ら
、
間
に

合
わ
な
か
っ
た
と
き
は
買
い
物
よ
り

多
く
の
料
金
を
払
っ
て
タ
ク
シ
ー
で

帰
る
の
で
す
。

　

永
田
線
で
言
え
ば
午
後
は
1
時
30

分
と
５
時
30
分
が
市
民
病
院
発
で
、

冬
の
５
時
30
分
発
は
永
田
に
着
く
こ

ろ
は
６
時
20
分
こ
ろ
で
も
う
真
っ
暗

で
す
。

　

時
間
帯
を
夏
期
と
冬
期
に
分
け
る

か
５
時
30
分
の
時
間
を
繰
り
上
げ
る

か
、
ち
ょ
っ
と
検
討
し
て
い
た
だ
け

た
ら
い
い
か
ナ
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

運
転
手
さ
ん
も
暗
く
な
る
と
年
寄
り

の
こ
と
を
す
ご
く
気
づ
か
っ
て
く
れ

て
「
仕
事
だ
か
ら
」
と
１
人
ま
た
は

だ
れ
も
乗
っ
て
い
な
い
夜
の
バ
ス
を

運
転
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

昼
間
は
田
舎
の
風
景
も
楽
し
く
ル

ン
ル
ン
気
分
で
す
が
、
夜
の
田
舎
の

道
は
乗
っ
て
い
て
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い

ま
す
。
行
政
の
方
も
夕
方
５
時
半
の

路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

若
い
人
や
勤
め
の
人
は
誰
も
乗
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

一
番
頼
り
に
し
て
い
た
暮
れ
の
バ

ス
が
行
政
と
同
じ
28
日
か
ら
運
休
と

な
っ
た
こ
と
も
、
正
月
の
買
い
物
が

で
き
な
か
っ
た
年
寄
り
に
は
シ
ョ
ッ

ク
で
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

マ
チ
子
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
に

「
よ
か
バ
ス
」
を
主
管
す
る
総
合
政

策
課
か
ら
の
お
返
事
で
す
。

　

串
間
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
よ

か
バ
ス
」
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ま

た
日
ご
ろ
よ
り
「
よ
か
バ
ス
」
を
ご

利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
よ
か
バ
ス
」
の
運
行
に
関
し
ま

し
て
は
、
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
バ
ス
運
行
を
目
指
し
、
指
定
管

理
者
の
宮
交
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
と

連
携
し
て
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
件
に
関

し
ま
し
て
は
、
貴
重
な
ご
意
見
と
し

て
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
も

利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い

た
だ
け
る
「
よ
か
バ
ス
」
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
り
多
く
の
ご
乗
車
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

初
詣
は
都
井
岬

●
百
野
達
夫
さ
ん

　

新
年
の
初
詣
は
都
井
岬
に
行
っ
た
。

い
つ
足
を
運
ん
で
も
雄
大
な
ス
ケ
ー

ル
に
爽
快
感
が
増
す
都
井
岬
。
空
と

海
が
水
平
線
に
溶
け
合
い
、
視
界
は

３
６
０
度
に
広
が
る
絶
景
。

　

正
月
の
岬
も
寒
か
っ
た
。
南
側
の

丘
陵
麓
で
草
を
は
む
御
崎
馬
親
子
も

寒
そ
う
。

「
こ
こ
お
い
で　

着
せ
て
や
る
か
ら

　

防
寒
コ
ー
ト
」

　

自
作
狂
句
を
妻
と
語
り
な
が
ら
御

崎
神
社
に
参
拝
、
新
年
の
無
病
息
災

を
祈
願
し
た
。

　

岬
の
駅
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
。
隣

席
の
都
城
か
ら
来
た
と
言
う
夫
婦
は

「
絶
景
で
す
ね
。
料
理
も
お
い
し
い
。

温
か
く
な
っ
た
ら
ま
た
来
た
い
」
と

話
さ
れ
た
。

　

昨
年
２
月
、
観
光
ホ
テ
ル
は
閉
館

し
た
。
わ
た
し
た
ち
市
民
に
衝
撃
を

与
え
た
。
市
と
県
は
３
１
０
０
万
円

を
助
成
し
、
４
月
20
日
、
岬
の
駅
と

し
て
オ
ー
プ
ン
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
新
年
度
の
運
営
は
ど
う
な
る
の

か
。
県
か
ら
の
補
助
金
や
市
の
予
算

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
新
た
な
経
営

譲
渡
先
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
市
は

難
題
に
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
岬
の
火
を
持
続
す
る
よ
う
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

　

百
野
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
に
、
総

合
政
策
課
商
工
観
光
係
か
ら
の
お
返

事
で
す
。

　

都
井
岬
は
串
間
市
の
重
要
な
観
光

地
で
あ
る
と
同
時
に
、
宮
崎
県
観
光

の
南
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
都
井
岬
の
灯
を

絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
引
き
続
き
「
岬
の

駅
」
都
井
岬
が
継
続
で
き
る
よ
う
努

力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

都
井
岬
観
光
案
内
所
が
昨
年
か
ら
設

置
さ
れ
、
ガ
イ
ド
や
乗
馬
体
験
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
都
井
岬
を
は
じ
め
、
市

内
の
観
光
資
源
の
さ
ら
な
る
魅
力
開

発
や
Ｐ
Ｒ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宝
の
街
串
間

●
玄
米
っ
子
さ
ん

　

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
実
家
に
帰
っ
て
き
て
つ

く
づ
く
思
う
こ
と
は
空
気
の
良
さ
、

自
然
の
豊
か
さ
（
大
地
に
感
謝
で

す
）、
野
菜
に
魚
、
旬
の
食
べ
物
は

頂
け
て
う
ま
い
も
の
づ
く
し
。
お
ま

け
に
温
泉
水
。
子
ど
も
の
お
む
つ
か

ぶ
れ
に
て
き
め
ん
に
き
き
ま
す
ね
〜
。

秋
山
の
山
の
中
に
あ
る
温
泉
水
、
神

の
水
で
す
ね
。

　

串
間
っ
て
本
当
に
宝
の
街
で
す
よ
。

海
も
山
も
こ
の
大
自
然
、
言
う
こ
と

な
い
で
す
ね
〜
。
子
ど
も
た
ち
も
の

び
の
び
駆
け
回
れ
て
す
ば
ら
し
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

実
家
に
帰
る
と
関
西
に
住
む
叔
母

た
ち
に
広
報
く
し
ま
を
送
っ
て
喜
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
ご
苦

労
さ
ま
で
す
。

　

玄
米
っ
子
さ
ん
「
広
報
く
し
ま
」

い
つ
も
読
ん
で
い
た
だ
い
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
正
直
な
と
こ
ろ

僕
は
20
歳
に
な
る
ま
で
は
、
串
間
の

良
さ
が
分
か
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
20
歳
に
な
り
焼
酎
を
飲
め
る

よ
う
に
な
る
と
、
串
間
に
は
た
く
さ

ん
の
お
い
し
い
食
材
や
焼
酎
が
あ
る

し
、
自
然
も
豊
か
に
残
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
、
串
間
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん

掘
り
起
こ
し
て
「
広
報
く
し
ま
」
で

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
め
牧
場
に
行
っ
て
み
た
い

●
タ
ン
ポ
ポ
さ
ん

　

串
間
市
の
本
城
に
ミ
ニ
動
物
園

「
ゆ
め
牧
場
」
が
あ
る
そ
う
で
す
。

今
年
の
干え

支と

ウ
サ
ギ
と
カ
メ
を
一
緒

に
入
れ
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
素
晴
ら
し
い
発
想
だ
と
す
ご
く

感
じ
ま
し
た
。
ま
る
で
お
と
ぎ
の
国

の
話
み
た
い
で
す
ネ
。

　

カ
メ
は
時
に
は
見
か
け
る
け
ど
ウ

　

新
燃
岳
の
噴
火
が
こ
こ
か
ら
見
え

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
遠

く
に
思
っ
て
い
た
噴
煙
が
こ
ん
な
近

く
に
見
え
て
、
正
直
、
怖
く
な
り
ま

し
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
る
住
民
の

皆
さ
ん
、
ま
た
火
山
灰
で
た
い
へ
ん

な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
本

当
に
早
く
噴
火
が
収
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

串
間
か
ら
で
も
新
燃
岳
の
噴
煙
が

見
え
た
ん
で
す
ね
。
水
口
さ
ん
の

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
モ
コ
モ
コ
」

と
し
た
噴
煙
が
、
し
っ
か
り
写
っ
て

い
ま
す
。
１
月
26
日
に
起
き
た
新
燃

岳
の
噴
火
で
は
こ
の
串
間
市
で
も
大

量
の
降
灰
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
火
山
灰
の
処
理
に
苦
心
さ

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新

燃
岳
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
は
噴
火
や

土
石
流
な
ど
の
心
配
が
尽
き
な
い
で

し
ょ
う
が
、
一
日
も
早
い
鎮
静
化
を

願
う
ば
か
り
で
す
。

サ
ギ
は
近
ご
ろ
見
か
け
な
い
で
す
ね
。

以
前
は
子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
飼
っ

て
い
て
、
当
番
で
面
倒
を
見
て
、
ニ

ン
ジ
ン
や
野
菜
を
持
っ
て
い
っ
て
か

わ
い
が
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
。

　

カ
メ
は
お
孫
さ
ん
が
近
く
の
田
ん

ぼ
で
拾
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
、
ほ

か
に
も
ヤ
ギ
、
馬
、
豚
な
ど
が
い
て

楽
し
そ
う
で
す
ね
。
わ
た
し
も
い
つ

か
見
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
大
事
に
育
て
て
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
「
串
間
ゆ
め
牧
場
」、
僕
も
行
っ
た

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
早
速
、
取

材
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い
て
、
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
し
、
何
よ

り
鬼
塚
さ
ん
ご
夫
妻
の
ス
テ
キ
な
人

柄
が
、
一
番
の
魅
力
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
コ
ー

ナ
ー
だ
け
で
は
そ
の
魅
力
を
伝
え
き

れ
な
か
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

新
燃
岳
噴
火
の
終
息
を

願
い
ま
す

●
水
口
敏
広
さ
ん

　

２
月
１
日
の
朝
、
大
束
地
区
・
徳

山
の
わ
が
家
か
ら
の
庭
か
ら
北
西
の

方
角
を
見
上
げ
た
ら
キ
ノ
コ
雲
が
モ

コ
モ
コ
上
が
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

び
っ
く
り
し
た
わ
た
し
は
カ
メ
ラ
で

パ
チ
リ
。

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいか

しましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明

るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな

住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こ

どもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

（平成23年２月１日現在）

◎市の木／そてつ ◎市の花／かんな
◎市の鳥／めじろ ◎市の花木／山桜
◎人口  20,306人（前月比 −29）
男 9,303人 女 11,003人
世帯数 8,767世帯

市民
憲章
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40
年
間
の
大
阪
で
の
暮
ら
し
を
卒
業
し
、
鹿
児
島
生

ま
れ
の
主
人
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
串
間
に
帰
っ

て
早
３
年
に
な
り
ま
す
。
友
人
の
つ
て
で
日
当
た
り
の
よ
い

家
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、無
事
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
活
の
場
を
西
方
に
置
き
、
自
宅
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
古

民
家
を
借
り
て
、食
事
処
と
し
て
郷
土
料
理
を
作
り
な
が
ら
、

毎
日
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

　

移
り
住
ん
で
思
う
こ
と
は
、
四
季
を
通
じ
て
、
海
の
幸
・

山
の
幸
・
里
の
幸
に
恵
ま
れ
た
こ
の
串
間
ほ
ど
ぜ
い
た
く
な

所
は
ほ
か
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
串
間
に
い
る
と
当

た
り
前
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
歩
外
に
出
て

外
か
ら
見
れ
ば
、
な
ん
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
い
所
か
と
思

わ
れ
る
は
ず
で
す
。

　

畑
か
ら
採
り
た
て
の
野
菜
は
、
パ
キ
パ
キ
と
生
で
も
食
べ

ら
れ
る
く
ら
い
甘
く
て
新
鮮
で
味
が
濃
く
、
ど
の
よ
う
に
料

理
し
て
も
食
材
が
良
い
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。魚
と
い
え
ば
、

よ
そ
か
ら
見
え
た
方
が
び
っ
く
り
し
て
「
こ
ん
な
新
し
い
刺

身
が
食
べ
ら
れ
る
串
間
の
人
は
幸
せ
だ
ね
」
と
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
会
話
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
他
県
か
ら
の
お
客
さ
ま
の
会
話
の
中
に
入

り
、
い
ろ
い
ろ
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
串
間
に
は
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
何
か
方
法
は
な
い
も
の
か
と
考
え
、
そ
れ
に

は
同
志
を
募
る
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
串
間
の
生
活
に
も
慣
れ
、
よ
そ
か
ら
来
ら
れ
た
方

に
、
串
間
に
は
都
井
岬
と
い
う
す
ば
ら
し
い
所
が
あ
る
け
れ

ど
、
ほ
か
に
も
楽
し
い
所
や
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
、「
串
間
よ
こ
の
会
」
を

女
性
８
人
で
立
ち
上
げ
、
よ
そ
か
ら
見
え
た
方
々
に
少
し
で

も
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
職
種
の
違
う
方
々
と
横
の
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
う
つ
わ
と

布
雑
貨
の
店
「
縁
」、
く
つ
ろ
ぎ
雑
貨
の
店
「
桜
々
」、
手
作

り
布
ぞ
う
り
の
店「
布
ぞ
う
り
の
館
」、地
元
産
の
新
鮮
野
菜
、

果
物
の
店
「
道
の
よ
こ
」、手
作
り
焼
菓
子
の
店
「
木
の
実
」、

加
工
食
品
の
店「
た
い
き
食
品
」、餃
子
専
門
店「
あ
ん
な
ん
」、

古
民
家
御
食
事
処
「
花
み
ず
き
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、

忙
し
い
中
で
の
集
ま
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
こ
の
会

は
月
１
回
、
第
１
月
曜
日
に
集
ま
り
、
ど
う
す
れ
ば
よ
そ
か

ら
串
間
に
来
て
も
ら
え
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
串
間
で
遊
ん

で
も
ら
え
る
か
。
ま
た
、
い
ず
れ
は
日
南
・
志
布
志
の
方
々

と
も
手
を
組
ん
で
、
南
九
州
に
よ
り
多
く
の
方
が
見
え
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
に
全
員
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
も

ら
い
、
お
客
さ
ま
の
目
に
留
ま
る
工
夫
を
す
る
な
ど
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
こ
の
会
の
軸
が
少
し
ず
つ
で
も
大
き
く
広
が
れ

ば
、
串
間
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
よ
り
増
え
る
よ

う
な
気
が
ま
す
。
串
間
に
遊
び
に
行
こ
う
よ
、
面
白
い
よ
、

１
日
遊
べ
る
よ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
所
に
し
た
い
。

そ
し
て
若
い
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
「
仲
間
に
入
れ
て
!!
」

と
声
が
か
か
る
よ
う
に
し
た
い
。
も
し
よ
こ
の
会
に
参
加
い

た
だ
け
る
の
で
し
た
ら
、
渕
脇
ま
で
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
け

る
と
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　

み
な
さ
ん
一
緒
に
、「
こ
の
指
と
ー
ま
れ
」
し
て
み
ま
せ

ん
か
？　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ふ
ち
わ
き
ひ
み
こ
（
64
歳
）
／
昭
和
21
年
12
月
生
ま
れ
。
大
束

中
学
校
卒
業
後
、
大
阪
で
働
き
な
が
ら
調
理
師
の
免
許
を
取
得
。

40
歳
で
大
阪
市
北
区
に
て
御
食
事
処
花
み
ず
き
を
開
店
。
20
年

間
営
業
。
61
歳
で
串
間
に
帰
り
、
仲
町
に
て
御
食
事
処
花
み
ず

き
を
開
店
。
現
在
に
至
る
。
趣
味
は
温
泉
と
お
い
し
い
も
の
を

お
い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
。

Profile

随
想
◎
渕
脇 

日
美
子

▲よこの会の会議中。参加希望者はいつでも大歓迎です。

POST CARD

5558888
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

P R E S E N T S

串間市役所総合政策課
情報政策係　行

串間温泉いこいの里
〒888-0008 串間市大字本城987　TEL 0987-75-2000　FAX 0987-75-2280
■営業時間：午前10時〜午後10時　■定休日：毎月第３水曜日

（No.882/2011.3）

読者
プレゼント

◎抽選で 10 名様にプレゼント致します。

串間温泉いこいの里  お食事券　

お便りをくださった方から抽選
で、「釜めし」と「豆乳鍋」セッ
トのお食事券を10名様にプレゼ
ント。
応募締切は3月31日（木）当日消印有効
です。

お昼のランチ、
夜の晩酌用セット始めました
◎お昼の日替わりランチ＝650円（平日のみ）

◎夜の『だれやみセット』

　�①生ビール１杯、②焼酎２合、③刺身盛り合わせ（１人

前）、④付出、⑤小鉢　で、なんと1,930円！

　お風呂上がりの晩酌にいかがですか？

おひなさま　雅
みやび

まつり
　いこいの里を中心に、

本城地区のお寺や民家に

お雛様と華やかな色打掛

や、あざやかな白打掛を

展示いたします。

◎�期間＝３月１日（火）〜

６日（日）

※詳細はいこいの里（75−2000）へお問い合わせ下さい。

イ ベ ン ト の お 知 ら せ

よ
こ
の
会
で
人
の
輪
を

私事。毎日寒い日が続くと思っていたが
そろそろ暖かくなってきた。こうなる

となぜか心がウキウキと晴れやかになってく
る。先日来、口蹄疫、鳥インフルエンザ、新
燃岳と “厳しい” 話題が続いて来たが、こち
らも早く “暖かく” なってほしいものだ（ト）

F R O M  E D I T O R ' S

寒かった冬もそろそろ終わり、少しずつ春
の気配。いたるところで菜の花や梅の

花を見かけ、なんだか心はウキウキ。もうす
ぐ桜の季節。満開の桜が待ち遠しい、と言う
より本当は ｢花見の宴 ｣が待ち遠しかったり
して…。やっぱり花より団子、ですよね〜（カ）

２ 月はやっぱり短いですね。改めてそれ
を感じる１カ月でした。ふだんよりも

早めの作業を心がけていたのですが、気が付
くとあっという間に時間がなくなっていまし
た。しかし、この試練を乗り越えたことが、
次につながる！といいなと願っています（ナ）

こばと幼稚園　こども絵画展開催中
　こばと幼稚園の３歳児〜５歳児の書いた、いも掘りや豆ま

きの絵を約60枚展示しております。入場無料。子どもたちの

書いた元気いっぱいの作品をぜひご覧ください。

風呂の日イベント開催
◎今月の風呂の日は６日（日）と20日（日）です。

　今月から第１・３日曜が風呂の日となりました。ハズレく

じなしの抽選会、レストランお一人様100円引き、ポイント

２倍のイベントを開催します。

休館日のお知らせ
◎３月の休館日　３月15日（火）・16日（水）

※15日は基幹改修工事の為、臨時休館となります
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福島地区・上小路にお住まいの小原美智子さん（79 歳）は昨
年 12 月、長年にわたる文化活動、串間市・宮崎県の文化振
興に貢献した功績により宮崎県地域文化功労者教育長表彰
を受賞されました。昭和 53 年に串間市文化協会設立に参加、
同 58 年に串間白ばらコール、平成３年に串間舞踊協会を設立
し、同 13 年には串間市文化協会会長に就任し串間市の文化
振興に取り組んできた小原さんは「これからも古くからの日本
文化を若い人たちに伝えていきたい」と意欲的に話していました。

今月のワンショットスマイル

小原 美智子さん
Michiko Ohara


